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市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　令和７年５月13日に開催した第３回登別市議会臨時会において、辻前議長と村井前副議長の辞職に伴い、議長・副
議長選挙が行われ、同日付けで新たに千田議員が議長に、小栗議員が副議長に就任しました。また、各委員会の委員
が新たに選任されましたので、議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、各委員会構成をお知らせします。

　本市は急速に進む人口減少の
中、市役所本庁舎の建設が始ま
り、さらにクリンクルセンター
再延命化事業、学校給食センタ
ー共同整備事業といった大型事
業の実施が予定されるなど、ま
すます厳しい財政運営を強いら
れることになりますので、予算
も含めた市政執行に対して、議
員による監視機能が十分に発揮
できるよう尽力していきたいと
考えております。
　また、次期改選時には議員定
数が16人となることから、今後
の議会運営などについて、十分

な協議の下で議員間の合意形成が図れるよう努めます。
　副議長は、議長を補佐することが重要な役割と考え
ますが、その上で、議員全員が多様性を尊重しながら、
本市が抱える諸課題に一丸となって取り組み、さらな
る市政の発展につながる議会運営ができるよう努めて
まいりますので、よろしくお願いいたします。

　本市議会は次期改選後の定数
を19名から16名に改定しました。
この２年間は、16名での議会運
営に関する検討や厳しい社会情
勢の中で、議員の成り手不足解
消を考慮した報酬の検討、さら
なる議会・議員活動の「見える
化」の推進が鍵となります。ま
た、議会の課題に対する取組方
法を人が変わっても継続的に行
える仕組みに大きく転換してい
きます。市民との協働のまちづ
くりに向けた意見交換や課題の
収集方法がその活動の根幹を成
します。

　19名の議員で活動する最後の任期となります。多様
で多角的な視点と柔軟な思考力を結集し、議会力の向
上を図って、二元代表制の一翼を担う議会が一枚岩と
なって突き進み、住民福祉の向上に努めてまいります。
皆さまにおかれましては、より一層のご意見、ご協力
をお願い申し上げ、就任のあいさつとさせていただき
ます。

副議長就任ごあいさつ 議長就任ごあいさつ
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（五十音順で掲載）
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成
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田
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浩
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若
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木
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夫
お

市政クラブ

戸
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井
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はじめ

市民・前進

村
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井
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行
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天
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神
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林
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彦
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宮
みや

武
たけ

 祥
しょう

子
こ

市政クラブ

辻
つじ

　 弘
ひろ

之
し

市政クラブ
田
た

中
なか

 寛
かん

志
じ

市政クラブ

議会運営委員会

委 員 長　今
こん

　野
の

　幹
まさ

　大
ひろ

副委員長　伊
い

　藤
とう

　健
けん

　太
た

戸
と

　井
い

　　　肇
はじめ

　・　岩
いわ

　田
た

　　　恵
めぐみ

田
た

　中
なか

　寛
かん

　志
じ

　・　宮
みや

　武
たけ

　祥
しょう

　子
こ

天
てん

神
じん

林
ばやし

　美
よし

　彦
ひこ

　・　佐
さ

々
さ

木
き

　久
く

美
み

子
こ

総務・教育委員会

委 員 長　戸
と

　井
い

　　　肇
はじめ

副委員長　岩
いわ

　田
た

　　　恵
めぐみ

伊
い

　藤
とう

　健
けん

　太
た

　・　今
こん

　野
の

　幹
まさ

　大
ひろ

佐
さ

々
さ

木
き

　久
く

美
み

子
こ

　・　若
わか

　木
き

　康
やす

　夫
お

観光・経済委員会

委 員 長　工
く

　藤
どう

　倶
く

二
に

雄
お

副委員長　足
あ

　立
だち

　知
とも

　也
や

田
た

　中
なか

　寛
かん

　志
じ

　・　天
てん

神
じん

林
ばやし

　美
よし

　彦
ひこ

村
むら

　井
い

　寿
とし

　行
ゆき

　・　杉
すぎ

　尾
お

　直
なお

　樹
き

生活・福祉委員会

委 員 長　宮
みや

　武
たけ

　祥
しょう

　子
こ

副委員長　金
かな

　澤
ざわ

　則
のり

　男
お

井
い

　野
の

　正
まさ

　臣
おみ

　・　成
なり

　田
た

　昭
あき

　浩
ひろ

小
お

　栗
ぐり

　義
よし

　朗
ろう

　・　辻
つじ

　　　弘
ひろ

　之
し

広聴・公開委員会

委 員 長　成
なり

　田
た

　昭
あき

　浩
ひろ

副委員長　村
むら

　井
い

　寿
とし

　行
ゆき

足
あ

　立
だち

　知
とも

　也
や

　・　金
かな

　澤
ざわ

　則
のり

　男
お

宮
みや

　武
たけ

　祥
しょう

　子
こ

　・　工
く

　藤
どう

　倶
く

二
に

雄
お

委 員 長　辻
つじ

　　　弘
ひろ

　之
し

副委員長　井
い

　野
の

　正
まさ

　臣
おみ

予算・決算委員会

議長を除く全議員で構成
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一
般
会
計
は
過
去
最
高
額
の
310
億
８
千

400
万
円
、
特
別
会
計
は
101
億
９
千
830
万
円
、

企
業
会
計
は
55
億
７
千
590
万
円
と
な
り
、

繰
越
明
許
費
分
を
含
め
た
実
質
的
な
予
算

規
模
は
477
億
665
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
予
算
増
額
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
る
市
役
所
本
庁
舎
建
設
事
業
費

53
億
５
千
249
万
円
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ

ー
再
延
命
化
事
業
費
３
億
８
千
40
万
円
、

西
い
ぶ
り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

費
２
億
６
千
998
万
円
な
ど
の
事
業
予
算
増

に
よ
り
、
予
算
総
額
と
し
て
は
前
年
度
比

約
70
億
８
千
200
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
・
５
億
円
の
財
源
不
足
が
生

じ
た
た
め
、
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
超
過
納
付
金
の
取
り
崩
し
で
補
う
財
政

措
置
が
２
年
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
４
日
間
で
行
わ
れ
た
審
議
は
、
各
特
別

会
計
は
歳
入
歳
出
全
般
、
企
業
会
計
は
収

支
全
般
へ
の
質
疑
を
行
い
、
一
般
会
計
の

歳
出
は
各
款
ご
と
に
、
歳
入
は
全
般
に
わ

た
り
質
疑
を
行
う
と
共
に
、
公
明
党
、
市

民
・
前
進
、
市
政
ク
ラ
ブ
21
の
順
で
３
会

派
が
総
括
質
疑
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
審
査
で
は
、
新
規
事
業
の
取

り
組
み
内
容
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
や
現

庁
舎
跡
地
利
活
用
の
可
能
性
調
査
、
ま
ち

の
賑
わ
い
創
出
や
観
光
振
興
に
関
連
す
る

事
業
、
子
育
て
支
援
や
人
口
増
加
に
関
連

す
る
事
業
に
つ
い
て
、
総
括
質
疑
で
は
、

財
源
の
確
保
、
市
債
残
高
、
歳
入
確
保
の

考
え
、
公
共
施
設
面
積
や
未
利
用
財
産
な

ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
千ち

田だ

）

　令和７年第１回定例会において、３月13日～18日の４日間、予算・決算委員会（予算審査）
を開催し、令和７年度の予算関連議案の審査を行いました。委員16名から194項目にわたる
質疑の後、総括質疑を行い、審査は合計で17時間44分に及びました

令
和
７
年
度

予
算
審
査
の
概
要

（前年度当初予算比4億7,650万円減） （前年度当初予算比2億7,560万円増）

（前年度当初予算比68億8,110万円増） （前年度当初予算比70億8,200万円増）

101億9,830万円

令和７年度当初予算の内訳

55億7,590万円

468億5,820万円 310億8,400万円

特別会計 公営企業会計

 全会計 一般会計

予 算 審 査
特　集

委員16名が
令和７年度予算を問う

令和７年３月13日（木）～18日（火）

↑�詳しい質疑の内容を録画中継でご覧いただくことがで
きます。スマートフォン等をお持ちの方は、上記の二
次元バーコードからぜひご覧ください。
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予算・決算委員会（令和７年度予算審査） 総括質疑、各委員の質疑

市
民
・
前
進

市
民
・
前
進

市
政
ク
ラ
ブ

市
政
ク
ラ
ブ
2121

公
明
党

公
明
党

質　
令
和
７
年
度
予
算
は
過
去
最
大
の
前
年

比
29
・
５
％
、
金
額
に
し
て
70
億
８
千
200
万

円
増
の
310
億
８
千
400
万
円
と
な
っ
た
が
、
人

口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
身
の
丈
に
合
っ
た

財
政
規
模
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
中
期
的
な
財
政
運
営
も
見
据
え
な
が
ら
、

事
業
実
施
の
判
断
、
予
算
化
を
行
っ
て
お
り
、

現
状
、
本
市
が
担
う
べ
き
必
要
な
経
費
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
人
口
規
模
が
縮
小
し
て
も
経
済
成

長
し
、
社
会
を
機
能
さ
せ
る
適
応
策
を
講
じ

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

質　
今
後
も
い
っ
そ
う
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
事
業
の
廃

止
と
再
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　
事
務
事
業
評
価
の
結
果
、
障
が
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
お
よ
び
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
に
お

け
る
複
数
の
事
業
の
統
合
を
行
っ
た
。

　
事
業
の
廃
止
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

団
体
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
一
朝
一
夕
に
結
果
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

　
そ
の
他
、
廃
止
施
設
の
除
却
や
民
間
へ
の

売
却
、
主
要
施
策
調
書
に
お
け
る
事
業
指
標

の
明
確
化
、
予
算
編
成
に
対
す
る
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

�

（
戸と

井い

）

質　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
登
別

史
上
初
の
310
億
円
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
増
額
の
主
な
要
因
は
、
市
役
所
本
庁
舎

建
設
事
業
費
で
あ
る
が
、
国
の
交
付
金
や
有

利
な
事
業
債
、
各
種
基
金
積
立
金
に
よ
り
財

源
不
足
は
前
年
と
同
額
の
３
・
５
億
円
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

質　
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
６
年
度
の
見
込

み
と
、
令
和
７
年
度
の
予
算
額
を
伺
う
。

答　
令
和
６
年
度
は
過
去
最
高
の
14
億
円
を

更
新
し
、
令
和
７
年
度
の
目
標
額
は
15
億
円

で
あ
る
。

質　
ふ
る
さ
と
納
税
の
主
力
返
礼
品
の
ウ
ニ

が
占
め
る
寄
付
金
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
令
和
６
年
度
の
ウ
ニ
指
定
の
寄
付
見
込

み
額
は
約
９
億
円
で
あ
る
。

質　
寄
付
金
額
の
約
７
割
が
ウ
ニ
で
あ
る
が
、

天
然
物
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
安
定
的
な
税
収
確
保
の
観
点
か
ら
、
ウ
ニ

の
養
殖
な
ど
の
施
策
展
開
が
必
要
な
の
で
は
。

答　
近
年
の
自
然
災
害
の
影
響
を
懸
念
し
て

お
り
、
本
市
と
し
て
、
そ
れ
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
養
殖
事
業
は

専
門
的
知
識
と
施
設
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

ウ
ニ
だ
け
で
は
な
く
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
を

増
や
す
こ
と
で
寄
付
を
分
散
化
し
、
リ
ス
ク

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
若わ

か

木き

）

質　
昨
年
3
月
の
予
算
審
査
に
お
け
る
公
明

党
の
総
括
質
疑
に
お
い
て
、
奨
学
金
返
還
制

度
関
連
の
質
問
で
「
単
に
若
い
方
へ
の
支
援

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
性
や
地
域
課
題
に
対

応
し
た
支
援
策
と
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
基
本

的
な
考
え
の
も
と
、
奨
学
金
の
返
還
も
含
め

て
他
の
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
と

し
な
が
ら
若
者
の
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
の
令
和
7
年

度
予
算
に
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
制
度
設
計
に
お
い
て
、
助
成
額
や
対
象

事
業
、
対
象
業
種
へ
の
考
え
方
、
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
や
企
業
と
の
連
携
の
在

り
方
な
ど
、
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
く
、
当
初
予
算
に
お
い
て
は
実
施
を

見
送
っ
た
。

　
同
制
度
に
つ
い
て
は
、
若
者
世
代
の
定
住

促
進
に
効
果
が
期
待
で
き
る
取
り
組
み
と
認

識
し
て
お
り
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
効

果
的
な
制
度
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
多

分
野
の
政
策
課
題
の
解
決
に
も
資
す
る
よ
う

検
討
を
行
い
、
令
和
8
年
度
以
降
の
事
業
化

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

�

（
今こ

ん

野の

）

質　
介
護
保
険
特
別
会
計
の
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

お
い
て
、
事
業
実
施
内
容
に
あ
る
令
和
７
年

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
は
。

答　
令
和
７
年
度
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
内
容
は
、
①
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
、
②
在
宅
介
護
実
態
調
査
、

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
調
査
の
３
つ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
結
果
は
、
令
和
９
年
か
ら
令
和
11
年
ま
で

の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、
第
10
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
反
映
さ
せ
る
。

�

（
天て

ん

神じ
ん

林ば
や
し

）

質　
保
険
料
は
令
和
12
年
度
に
全
道
で
統
一

さ
れ
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答　
北
海
道
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
現
時
点
で

想
定
さ
れ
る
数
値
は
、
現
在
の
本
市
よ
り
も

高
い
位
置
に
あ
る
た
め
、
統
一
に
向
け
て
税

率
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
税
率
改
正
の
具
体
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
や
引

き
上
げ
幅
な
ど
は
、
国
保
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
急
激
な
保
険
税
の
上
昇
と
な
ら
な
い

よ
う
、
基
金
の
活
用
や
段
階
的
な
税
率
の
引

き
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
で
検
討
す
る
。

�

（
工く

藤ど
う

）

介
護
保
険
事
業
の

介
護
保
険
事
業
の

��

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
は

今
後
の
国
民
健
康
保
険
の

今
後
の
国
民
健
康
保
険
の

��

運
営
は

運
営
は
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令和７年第２回定例会は令和７年６月13日㈮から開催される予定です。

質　
本
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
は
。

答　
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
庁
内
各
部

署
が
抱
え
る
課
題
を
把
握
し
、
動
い
て
も
ら

う
こ
と
で
、
庁
内
及
び
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
。

質　
庁
内
各
部
署
と
ど
の
よ
う
な
形
で
連
携

し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

答　
Ｄ
Ｘ
推
進
グ
ル
ー
プ
の
担
当
業
務
を
中

心
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
本
グ
ル
ー
プ
の

職
員
と
地
域
活
性
化
起
業
人
が
連
携
を
し
、

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
享
受
し
、
本

市
の
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

�

（
金か

な

澤ざ
わ

）

質　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
も
購
入
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
備
蓄
倉
庫
を
今
後
拡
充

し
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
16
箇

所
あ
り
、
公
共
施
設
敷
地
内
に
あ
る
物
置
タ

イ
プ
の
倉
庫
の
ほ
か
、
施
設
の
一
部
ス
ペ
ー

ス
を
倉
庫
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
容
量

は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
防
災

倉
庫
を
建
設
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
当

面
は
供
用
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
公
共
施

設
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

�

（
村む

ら

井い

）

質　
戦
没
者
追
悼
式
に
多
く
の
市
民
の
方
が

参
列
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
和
教
育
に

関
連
し
た
映
像
・
映
画
の
上
映
会
を
併
せ
て

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
戦
没
者
追
悼
式
の
開
催
時

期
に
合
わ
せ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
平

和
展
を
実
施
し
て
き
た
が
、
映
像
を
上
映
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

と
同
様
、
遺
族
で
は
な
い
市
民
の
方
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

�
（
足あ

立だ
ち

）

質　
待
機
児
童
の
新
た
な
対
策
は
。

答　
保
育
士
確
保
や
保
育
施
設
内
の
利
用
定

員
数
の
弾
力
化
に
よ
り
調
整
を
行
う
。

　
さ
ら
に
待
機
児
童
が
発
生
す
る
場
合
は
、

企
業
が
設
置
す
る
企
業
主
導
型
保
育
施
設
の

地
域
枠
も
活
用
す
る
。

質　
企
業
主
導
型
の
利
用
料
金
は
。

答　
一
時
預
か
り
事
業
及
び
緊
急
一
時
預
か

り
事
業
分
と
同
様
に
、
保
育
料
相
当
額
（
暖

房
費
や
教
材
費
等
の
実
費
を
除
く
）
に
つ
い

て
、
保
育
施
設
の
保
育
料
と
の
差
額
の
補
助

を
行
う
。

�

（
宮み

や

武た
け

）

　
新
年
度
か
ら
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
Ｐ

Ｐ
Ａ
方
式
で
設
置
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
装
置

の
効
果
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

質　
太
陽
光
発
電
に
よ
る
費
用
削
減
効
果
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
令
和
７
年
度
は
設
置
年
の
た
め
、
設
備

導
入
の
効
果
は
見
込
め
な
い
が
、
令
和
８
年

度
以
降
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
他
に
本
年
１
月
末
に
発
生
し
た
、
埼
玉
県

八
潮
市
の
下
水
道
に
関
わ
る
事
故
を
受
け
た

現
在
ま
で
の
本
市
の
対
応
並
び
に
新
年
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

�

（
戸と

井い

）

質　
広
報
が
紙
版
だ
け
の
時
は
町
内
会
加
入

促
進
の
効
果
が
あ
っ
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
ス
マ
ホ
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
と
そ
の
効

果
も
な
く
な
る
の
で
、
広
報
で
町
内
会
活
動

や
町
内
会
費
の
使
途
な
ど
を
伝
え
る
考
え
は
。

答　
町
内
会
が
担
っ
て
い
る
役
割
や
活
動
の

様
子
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
は
、
既
に
町
内
会

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

加
入
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も
町
内
会
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
加
入
の
促
進
や
活

動
へ
の
参
加
の
一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

�

（
田た

中な
か

）

質　
社
会
福
祉
協
議
会
が
推
進
す
る
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
参
加
町
内
会
数
は
。

答　
78
町
内
会
で
全
体
の
約
84
％
で
あ
る
。

質　
役
員
の
な
り
手
不
足
の
中
、
新
た
な
取

り
組
み
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

答　
各
種
関
係
団
体
に
よ
る
き
ず
な
づ
く
り

台
帳
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を

令
和
６
年
９
月
に
立
ち
上
げ
、
今
後
に
向
け

た
対
象
者
の
絞
り
込
み
や
記
載
内
容
の
検
討

を
重
ね
て
き
た
。

　
今
後
も
令
和
７
年
４
月
ま
で
に
会
議
を
開

催
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
像
を
作
っ
て
い
く
。

�

（
杉す

ぎ

尾お

）

質　
令
和
７
年
度
の
チ
ボ
リ
の
森
へ
の
措
置

目
標
数
が
57
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
定
員
数

と
措
置
目
標
数
の
算
出
根
拠
は
。

答　
チ
ボ
リ
の
森
の
定
員
は
70
名
で
、
現
在

の
措
置
者
数
は
48
名
で
あ
る
。

　
算
出
根
拠
に
つ
い
て
は
、
過
去
３
年
間
の

平
均
措
置
者
数
が
53
名
で
、
新
規
措
置
者
４

名
を
見
込
ん
だ
合
計
の
57
名
を
措
置
目
標
と

し
て
い
る
。

質　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
待
機
者
は
。

答　
現
在
、
チ
ボ
リ
の
森
に
関
し
て
は
満
床

の
状
況
で
は
な
い
た
め
、
待
機
者
は
い
な
い
。

�

（
佐さ

さ々

木き

）

地
域
活
性
化
起
業
人

地
域
活
性
化
起
業
人

��

連
携
事
業
費
と
は

連
携
事
業
費
と
は

防
災
備
蓄
倉
庫
の

防
災
備
蓄
倉
庫
の

��
拡
充
の
予
定
は

拡
充
の
予
定
は

戦
後
戦
後
8080
年
、
年
、

��

恒
久
平
和
を
考
え
る

恒
久
平
和
を
考
え
る

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た

��

新
た
な
対
策
は

新
た
な
対
策
は

下
水
処
理
場
に

下
水
処
理
場
に

��

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
の

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
の

��

デ
ジ
タ
ル
化
の
弊
害

デ
ジ
タ
ル
化
の
弊
害

重
層
的
支
援
の
取
り
組
み
と

重
層
的
支
援
の
取
り
組
み
と

��

新
た
な
施
策
は

新
た
な
施
策
は

チ
ボ
リ
の
森
の
待
機
者
は

チ
ボ
リ
の
森
の
待
機
者
は
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本
年
も
、
市
内
の
児
童
生
徒
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
、

い
じ
め
反
対
運
動
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
大
作
戦

に
登
別
市
議
会
も
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
ス
ー
ツ
姿
の
目
立
つ
議
場
で

す
が
、
こ
の
日
は
市
長
や
議
長
は
じ
め
、

出
席
者
全
員
が
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
さ
て
、
登
別
市
議
会
で
は
住
民
自
治
を

体
現
し
た
多
様
性
の
あ
る
議
会
を
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
て
お
り
、
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー

と
共
通
す
る
理
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
異
な
る
立
場
や
価
値
観
に
お
い
て
、
時

に
は
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
お
互
い
の
考
え
を
受
け
止
め
、

尊
重
し
合
う
こ
と
は
、
多
様
な
住
民
の
想

い
を
反
映
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
い
ま
だ
社
会
に
は
多
く
の
対
立
や
孤
独

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
議
員
は
、

そ
れ
ら
の
見
え
な
い
声
や
想
い
に
も
寄
り

添
い
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
幸
せ
を
追
求

し
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
は
そ
の
使
命
を
見

つ
め
直
す
特
別
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
辻つ

じ

）

ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
に

考
え
る
多
様
性

質　
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
更
新
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
処
理
と

デ
ー
タ
消
去
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
現
在
進
め
て

い
る
更
新
作
業
が
終
了
し
た
の
ち
、
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
認
定
事
業
者
へ

の
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

　
デ
ー
タ
の
消
去
は
、
専
門
業
者
へ
の
依
頼

や
ア
プ
リ
に
よ
る
消
去
、
物
理
的
破
壊
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
個
人

情
報
が
漏
洩
し
な
い
よ
う
適
切
に
処
分
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

�
（
小お

栗ぐ
り

）

質　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業

費
に
つ
い
て
、
本
市
の
特
徴
的
な
再
生
可
能

な
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
地
熱
が
あ
る
が
、

こ
の
利
用
に
関
す
る
考
え
は
。

答　
地
熱
は
カ
ル
ル
ス
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
こ
と
か
ら
活
用
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
以
前
か
ら
地
熱
利
用
に
伴
う

温
泉
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
温
泉
利
用
に
携
わ
る
方
々
の
意
向

を
最
優
先
し
、
地
熱
利
用
を
検
討
す
る
事
業

者
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
方
々
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�

（
若わ

か

木き

）

質　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
が
市
内

同
様
、
室
蘭
市
と
伊
達
市
の
動
物
病
院
で
も

新
た
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答　
昨
年
10
月
の
決
算
審
査
の
岩
田
議
員
か

ら
の
質
問
に
お
い
て
も
、
犬
を
飼
っ
て
い
る

方
の
中
に
は
市
外
に
か
か
り
つ
け
医
が
い
る

こ
と
や
、
市
外
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
い
る
内
容
を
お
受
け
し
て
お
り
、
市
民
の

方
の
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、
交
付

対
応
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
の
変
更
点

は
、
画
期
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
で
す
。

�

（
岩い

わ

田た

）

質　
企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後
の
展
開
は
。

答　
企
業
誘
致
イ
ベ
ン
ト
や
東
京
の
企
業
へ

の
訪
問
時
に
お
け
る
情
報
の
提
供
や
収
集
、

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
に
お
け
る
意
見
交
換
な
ど
に
よ

り
情
報
収
集
を
し
て
い
る
。

　
本
市
の
特
色
の
あ
る
誘
致
活
動
で
あ
る
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
よ
り
、
同
専
門
学
校
と
関

連
性
の
高
い
企
業
を
中
心
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
事

業
展
開
が
図
れ
る
よ
う
誘
致
を
進
め
た
い
。

�

（
成な

り

田た

）

質　
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
種
苗
放
流
事
業
補
助

金
と
併
せ
、
藻
場
の
再
生
は
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ

ニ
の
水
揚
量
の
増
加
に
期
待
す
る
と
同
時
に
、

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
本
市
の
考
え
は
。

答　
母
藻
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
種
藻
場
が

形
成
さ
れ
、
藻
が
順
調
に
生
育
す
る
こ
と
に

よ
り
、
海
洋
性
体
系
の
保
全
も
進
む
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
化
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
吸
収

源
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

�

（
今こ

ん

野の

）

質　
令
和
７
年
度
か
ら
資
源
ご
み
の
土
曜
日

収
集
が
廃
止
と
な
り
、
平
日
の
労
働
時
間
が

長
時
間
と
な
る
懸
念
も
あ
る
が
見
解
は
。

答　
近
年
の
働
き
方
に
関
す
る
情
勢
変
化
な

ど
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し
つ

つ
、
事
業
者
に
よ
る
人
材
確
保
に
寄
与
で
き

る
よ
う
、
土
曜
日
収
集
を
廃
止
し
た
。

　
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
当
た
り
の

収
集
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
繁
忙
期

の
夏
場
や
年
末
年
始
に
お
い
て
は
、
収
集
台

数
の
１
台
増
や
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
で
対

応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�

（
伊い

藤と
う

）

教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の

教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の

��

処
分
方
法
は

処
分
方
法
は

本
市
固
有
の

本
市
固
有
の

��

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
は

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
は

企
業
誘
致
の
実
態
と

企
業
誘
致
の
実
態
と

��

将
来
展
望
は

将
来
展
望
は

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
で

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
で

��

一
挙
両
得
の
施
策
を

一
挙
両
得
の
施
策
を

資
源
ご
み
の

資
源
ご
み
の

��
土
曜
日
収
集
廃
止
後
の
想
定
は

土
曜
日
収
集
廃
止
後
の
想
定
は

6  議会だよりでぃすかす　127号 


